
な
り
、
明
治
十
二
年
に
金
沢
医
学
校
と
改

称
さ
れ
、
明
治
末
ま
で
津
田
邸
は
医
学
教

育
の
殿
堂
で
あ
り
続
け
た
。

高
度
な
医
学
教
育
の
系
譜
が
津
田
邸
を

基
点
に
生
ま
れ
、
後
の
第
四
高
等
学
校
医

学
部
、
金
沢
医
学
専
門
学
校
、
金
沢
医
科

大
学
、
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
の
金
沢
大

学
医
学
部
へ
と
連
綿
と
つ
な
が
っ
た
と
こ

ろ
に
も
、
津
田
邸
の
存
在
理
由
と
歴
史
的

な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
愛
着
と

記
念
の
意
味
に
お
い
て
、
保
存
移
築
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
が
、

現
状
の
保
存
・
公
開
の
あ
り
方
は
少
々
寂

し
く
、
市
民
に
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
大
手
門
前
の
元
の
敷
地
で

の
復
元
を
求
め
る
有
識
者
の
指
摘
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
な
か
な
か
難
し
い
事
業
で
あ

る
と
感
じ
る
が
、
大
手
門
の
修
景
な
ど
も

絡
め
た
、
津
田
玄
蕃
邸
の
偉
容
を
「
都
市

の
重
層
性
」
の
一
風
景
と
し
て
見
て
み
た

い
気
も
す
る
。

C o v e r
P r e s e n t a t i o n

金
沢
城
下
の
壮
麗
さ
を
物
語
る
重
厚
な
御
殿
建
築

高
度
な
近
代
西
洋
医
学
教
育
の
系
譜
を
生
ん
だ
場
所

旧津田玄蕃邸
（金沢市）

金
沢
市
大
手
町
に
存
し
た
加
賀
藩
一
万
石
家
老
津
田

玄
蕃
邸
の
遺
構
。宝
暦
の
大
火
後
の
建
設
と
伝
え
ら
れ

る
。建
物
内
部
は
度
々
の
改
造
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

玄
関
部
分
は
当
時
の
姿
を
留
め
る
。大
正
時
代
に
兼
六

園
内
地
に
移
築
さ
れ
た
。現
在
は
県
金
沢
城
・
兼
六
園

管
理
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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金
沢
市
、
兼
六
園
の

一
角
に
あ
る
旧
津

田
玄
蕃
邸
は
、
加
賀
藩
重
臣

の
屋
敷
の
一
部
で
あ
り
、
石

川
県
に
お
け
る
近
代
医
学
発

祥
の
記
念
碑
的
な
遺
構
で
も

あ
る
。
か
つ
て
、
こ
の
屋
敷

を
舞
台
に
、
石
川
の
近
代
医

学
教
育
が
産
声
を
上
げ
た
か

ら
で
あ
る
。

津
田
玄
蕃
邸
は
金
沢
城
大

手
門
の
す
ぐ
前
に
、
八
家
の
ひ
と
つ
前
田

家
（
長
種
系
）
と
並
ん
だ
重
要
な
位
置
に

建
っ
て
い
た
。
医
学
教
育
施
設
と
し
て
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
た
後
、
明
治
四
十
五
年

以
降
は
医
師
会
館
と
し
て
、
そ
の
後
は
乃

木
会
館
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
大
正
十
二

年
、
県
は
屋
敷
を
兼
六
園
内
の
現
在
地
に

移
築
し
、
兼
六
会
館
と
改
称
し
た
。
県
の

分
室
が
置
か
れ
た
ほ
か
、
県
金
沢
城
・
兼

六
園
管
理
事
務
所
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

創
建
当
時
の
様
子
を
よ
く
残
す
、
正
面

玄
関
部
分
を
見
る
。
重
厚
、
豪
華
、
華
麗

な
印
象
を
受
け
る
。
書
院
造
の
表
玄
関
と

し
て
、
位
の
上
位
の
貴
人
を
迎
え
入
れ
た

儀
礼
的
な
性
格
が
強
い
の
だ
ろ
う
。

建
物
本
体
の
、
妻
側
か
ら
突
き
出
た
玄

関
部
分
は
湾
曲
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
強
め

た
唐
破
風
と
呼
ば
れ
る
屋
根
を
持
っ
て
い

る
。
そ
の
妻
面
に
は
、
様
々
な
壮
麗
な
装

飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
蛙
股
中
央
に
大
き

な
龍
の
彫
り
物
、
下
地
と
な
る
板
面
に
は

全
面
、
同
一
の
文
様
が
彫
り
込
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
下
の
欄
間
は
細
い
二
本
組
み
の

表紙プレ
ゼンテー
シ ョ ン

メ
モ 

旧
津
田
玄
蕃
邸

菱
形
格
子
と
な
っ
て

い
る
。
装
飾
に
よ
っ

て
、
斬
新
で
華
麗
な

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
効
果

を
生
み
だ
し
て
い
る
。

御
殿
建
築
と
も
呼
ば

れ
る
、
桃
山
様
式
を

色
濃
く
受
け
継
い
だ

も
の
だ
。
玄
関
土
間

部
分
の
戸
室
石
が
斜

め
市
松
模
様
に
美
し

く
敷
き
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
も
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
意
識
が

見
て
取
れ
る
。
玄
関

奥
の
式
台
床
板
も
一

枚
物
の
厚
板
で
重
厚

に
作
ら
れ
て
い
る
。

藩
政
時
代
の
金
沢
に
は
、
こ
の
よ
う
な

一
万
石
以
上
の
重
臣
十
二
家
の
屋
敷
が
市

中
に
点
在
し
て
い
た
。
津
田
玄
蕃
邸
の
前

に
立
ち
、
当
時
の
加
賀
藩
城
下
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
み
た
と
き
、
そ
の
壮
麗
さ
を
具
体

的
に
身
に
迫
る
も
の
と
し
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
が
、
重
臣
屋
敷
の

唯
一
の
遺
構
と
し
て
津
田
玄
蕃
邸
が
残
さ

れ
て
い
る
意
味
で
あ
る
と
思
う
。

現
在
、「
武
家
屋
敷
群
」
と
呼
ば
れ
、
金

沢
市
長
町
な
ど
に
残
っ
て
い
る
屋
敷
跡
は
、

平
士
と
呼
ば
れ
る
直
臣
の
中
級
武
士
の
も

の
が
主
で
あ
り
、
万
石
ク
ラ
ス
の
重
臣
の

屋
敷
は
こ
と
ご
と
く
現
存
し
て
い
な
い
。

規
模
の
大
き
さ
、
壮
麗
さ
ゆ
え
に
、
明
治

に
な
っ
て
以
降
、
そ
の
ま
ま
個
人
が
受
け

継
ぐ
こ
と
も
で
き
ず
、
役
所
や
軍
用
地
に

転
用
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
流
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
津
田
玄

蕃
邸
は
大
正
期
に
移
築
さ
れ
た
。

そ
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
明
治
以
降
の

屋
敷
の
推
移
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
明
治
三
年
に
、
金
沢
藩
は
津
田
邸

に
医
学
館
を
置
き
、
西
洋
医
学
の
教
授
と

患
者
の
治
療
に
使
用
し
た
。
明
治
八
年
に

医
学
館
は
県
立
と
な
り
、
石
川
県
金
沢
病

院
と
改
称
。
翌
明
治
九
年
、
医
育
部
門
は

金
沢
医
学
所
、
医
療
部
門
は
金
沢
病
院
と


